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(57)【要約】
【課題】これから行う検査に対して適切な検査予定を容
易に選択可能な内視鏡システムを得る。
【解決手段】検査を行うに先立ち、医師は内視鏡プロセ
ッサ１２０を用いて特定の検査予定データを指定する。
内視鏡プロセッサ１２０は、指定された検査予定データ
をファイリング装置１４０に送信する。ファイリング装
置１４０は、内視鏡プロセッサ１２０から検査予定デー
タを受信して、受信した検査予定データに応じて、ファ
イリング記憶部１４５に記憶されている検査予定データ
を変更する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の検査予定データを記憶するファイリング装置と、
　前記ファイリング装置から複数の前記検査予定データを取得する取得部と、複数の前記
検査予定データから所定の検査予定データを選択する選択部と、選択された検査予定デー
タを前記ファイリング装置に送信する送信部とを有する内視鏡プロセッサと
　を備える内視鏡システム。
【請求項２】
　前記ファイリング装置は、前記選択された検査予定データを前記送信部から取得し、前
記選択された検査予定データを用いて、記憶済みの検査予定データを変更する請求項１に
記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記内視鏡プロセッサは、前記ファイリング装置から取得した複数の前記検査予定デー
タを表示する表示部をさらに備え、前記表示部に表示された複数の前記検査予定データか
ら選択する所定の検査予定データを前記ファイリング装置に送信する請求項１又は２に記
載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記検査予定データは、検査に使用する内視鏡プロセッサ固有のプロセッサ識別情報を
有し、
　前記送信部は、その送信部を有する内視鏡プロセッサのプロセッサ識別情報を前記ファ
イリング装置に送信し、
　前記ファイリング装置は、前記送信部から受信したプロセッサ識別情報に基づいて、記
憶済みの検査予定データを変更する請求項２から３のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記内視鏡プロセッサに接続され、観察対象物の画像を取得する内視鏡スコープをさら
に備え、
　前記検査予定データは、検査に使用する内視鏡スコープ固有のスコープ識別情報を有し
、
　前記送信部は、その検査に使用する内視鏡スコープのスコープ識別情報を前記ファイリ
ング装置に送信し、
　前記ファイリング装置は、前記送信部から受信したスコープ識別情報に基づいて、記憶
済みの検査予定データを変更する請求項２から４のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記検査予定データは、検査を行う者を特定する検査者情報を有し、
　前記送信部は、前記検査者情報を前記ファイリング装置に送信し、
　前記ファイリング装置は、前記送信部から受信した検査者情報で、記憶済みの検査者情
報を変更する請求項２から５のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記検査予定データは、検査を受ける者を特定する被検査者情報を有し、
　前記送信部は、前記被検査者情報を前記ファイリング装置に送信し、
　前記ファイリング装置は、前記送信部から受信した被検査者情報で、記憶済みの被検査
者情報を変更する請求項２から６のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記検査予定データは、検査を行う日時を特定する日時情報を有し、
　前記送信部は、前記日時情報を前記ファイリング装置に送信し、
　前記ファイリング装置は、前記送信部から受信した日時情報で、記憶済みの日時情報を
変更する請求項２から７のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記ファイリング装置は、一日の検査を開始する前に、その日に行われる検査の検査予
定データを前記取得部に送信する請求項１から８のいずれかに記載の内視鏡システム。
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【請求項１０】
　前記ファイリング装置は、前記検査予定データを入力するために使用されるファイリン
グ入力部を備える請求項１から９のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記内視鏡プロセッサは、前記検査予定データを入力するために使用されるプロセッサ
入力部を備える請求項１から１０のいずれかに記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査の予定を管理する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡スコープと内視鏡プロセッサとを備える内視鏡装置を用いて人体の体内の画像を
取得し、画像を保存及び管理するとともに、内視鏡検査の予定を記憶及び管理するファイ
リング装置が知られている。ユーザは、ファイリング装置を用いて、内視鏡検査の被検査
者、検査室、及び検査日時を指定し、検査予定を作成する（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－６１９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、被検査者が予定時刻に来院しなかったり、前の時間帯に行われている検査が長
引いたりして、所定の検査予定どおりに検査を行うことができない場合がある。このよう
な場合、ユーザは、ファイリング装置を用いて検査予定を変更しなければならず、ファイ
リング装置が遠隔地に置かれている場合には手間がかかる。また、内視鏡装置から受信し
た画像を検査予定に従って分別し記憶する場合、検査予定を変更しないで検査を行ってし
まった場合、分別を誤るおそれがある。
【０００５】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、これから行う検査に対して適切な
検査予定を容易に選択可能な内視鏡システムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願発明による内視鏡システムは、複数の検査予定データを記憶するファイリング装置
と、ファイリング装置から複数の検査予定データを取得する取得部と、複数の検査予定デ
ータから所定の検査予定データを選択する選択部と、選択された検査予定データをファイ
リング装置に送信する送信部とを有する内視鏡プロセッサとを備えることを特徴とする。
【０００７】
　ファイリング装置は、選択された検査予定データを送信部から取得し、選択された検査
予定データを用いて、記憶済みの検査予定データを変更することが好ましい。
【０００８】
　内視鏡プロセッサは、ファイリング装置から取得した複数の検査予定データを表示する
表示部をさらに備え、表示部に表示された複数の検査予定データから選択する所定の検査
予定データをファイリング装置に送信することが好ましい。
【０００９】
　検査予定データは、検査に使用する内視鏡プロセッサ固有のプロセッサ識別情報を有し
、送信部は、その送信部を有する内視鏡プロセッサのプロセッサ識別情報をファイリング
装置に送信し、ファイリング装置は、送信部から受信したプロセッサ識別情報に基づいて
、記憶済みの検査予定データを変更してもよい。
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【００１０】
　内視鏡プロセッサに接続され、観察対象物の画像を取得する内視鏡スコープをさらに備
え、検査予定データは、検査に使用する内視鏡スコープ固有のスコープ識別情報を有し、
送信部は、その検査に使用する内視鏡スコープのスコープ識別情報をファイリング装置に
送信し、ファイリング装置は、送信部から受信したスコープ識別情報に基づいて、記憶済
みの検査予定データを変更してもよい。
【００１１】
　検査予定データは、検査を行う者を特定する検査者情報を有し、送信部は、検査者情報
をファイリング装置に送信し、ファイリング装置は、送信部から受信した検査者情報で、
記憶済みの検査者情報を変更してもよい。
【００１２】
　検査予定データは、検査を受ける者を特定する被検査者情報を有し、送信部は、被検査
者情報をファイリング装置に送信し、ファイリング装置は、送信部から受信した被検査者
情報で、記憶済みの被検査者情報を変更してもよい。
【００１３】
　検査予定データは、検査を行う日時を特定する日時情報を有し、送信部は、日時情報を
ファイリング装置に送信し、ファイリング装置は、送信部から受信した日時情報で、記憶
済みの日時情報を変更してもよい。
【００１４】
　ファイリング装置は、一日の検査を開始する前に、その日に行われる検査の検査予定デ
ータを取得部に送信することが好ましい。
【００１５】
　ファイリング装置は、検査予定データを入力するために使用されるファイリング入力部
を備えることが好ましい。
【００１６】
　内視鏡プロセッサは、検査予定データを入力するために使用されるプロセッサ入力部を
備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、これから行う検査に対して適切な検査予定を容易に選択可能な内視鏡
システムを得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本願発明による内視鏡システムを示したブロック図である。
【図２】検査予定データの一部を示した図である。
【図３】検査予定データを入力するために用いられる表示を示した図である。
【図４】予定作成処理を示したフローチャートである。
【図５】予定作成処理が終了した後にファイリングモニタに表示される検査予定データを
示した図である。
【図６】検査予定データ送信処理及び検査予定データ受信処理を示したフローチャートで
ある。
【図７】内視鏡プロセッサに記憶された検査予定データの一部を示した図である。
【図８】第１の検査予約選択処理及び第１の検査開始処理を示したフローチャートである
。
【図９】検査予定データを選択するために用いられる表示を示した図である。
【図１０】検査予定データを選択するために用いられる表示を示した図である。
【図１１】第１の検査予約選択処理及び第１の検査開始処理が終了した後にファイリング
モニタに表示される検査予定データを示した図である。
【図１２】新規検査予定入力処理を示したフローチャートである。
【図１３】検査予定データを選択するために用いられる表示を示した図である。
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【図１４】検査予定データを選択するために用いられる表示を示した図である。
【図１５】検査予定データを選択するために用いられる表示を示した図である。
【図１６】内視鏡プロセッサに記憶された検査予定データの一部を示した図である。
【図１７】プロセッサ検査終了処理及びファイリング検査終了処理を示したフローチャー
トである。
【図１８】第２の検査予約選択処理及び第２の検査開始処理を示したフローチャートであ
る。
【図１９】内視鏡プロセッサに記憶された検査予定データの一部を示した図である。
【図２０】内視鏡プロセッサに記憶された検査予定データの一部を示した図である。
【図２１】第３の検査予約選択処理及び第３の検査開始処理を示したフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明による第１の実施形態による内視鏡システム１００について説明する。図
１は内視鏡システム１００を概略的に示す。内視鏡システム１００は、内視鏡スコープ１
１０と、内視鏡スコープ１１０に接続される内視鏡プロセッサ１２０と、ＬＡＮ等のネッ
トワークを介して内視鏡プロセッサ１２０に接続されるファイリング装置１４０とを主に
備える。
【００２０】
　内視鏡スコープ１１０は、撮像素子１１１と、アナログ信号処理回路１１２と、駆動回
路１１３と、スコープタイミングコントローラ１１４と、スコープＣＰＵ１１５と、スコ
ープメモリ１１６と、ライトガイドファイバ１１７と、スコープボタン１１８ａ－ｃとを
主に備える。
【００２１】
　撮像素子１１１は、内視鏡スコープ１１０の先端部に格納される例えばＣＣＤであって
、患者の体内に挿入されて観察対象物を撮像する。そして、撮像した画像を画像データと
して内視鏡プロセッサ１２０に送信する。アナログ信号処理回路１１２は、撮像素子１１
１からアナログ信号を受信してデジタル信号に変換する。駆動回路１１３は、撮像素子１
１１を駆動する。スコープタイミングコントローラ１１４は、アナログ信号処理回路１１
２及び駆動回路１１３の駆動タイミングを制御する。スコープＣＰＵ１１５は、内視鏡ス
コープ１１０が備える各要素を制御することにより、内視鏡スコープ１１０を動作させる
。スコープメモリ１１６は、内視鏡スコープ１１０のファームウェアや各種の設定情報な
どを記憶する。ライトガイドファイバ１１７は、内視鏡プロセッサ１２０から受光した照
明光を観察対象物に照射する。スコープボタン１１８ａ－ｃは、ユーザ、すなわち医師に
より押し下げられるスイッチであって、各々に内視鏡スコープ１１０及び内視鏡プロセッ
サ１２０の機能が割り当てられる。押し下げられたスコープボタン１１８ａ－ｃは、スコ
ープＣＰＵ１１５に信号を送信する。押し下げられたスコープボタン１１８ａ－ｃに割り
当てられている機能が内視鏡スコープ１１０のものである場合には、スコープＣＰＵ１１
５は、押し下げられたスコープボタン１１８ａ－ｃに応じて動作し、割り当てられている
機能が内視鏡プロセッサ１２０のものである場合には、スコープＣＰＵ１１５は内視鏡プ
ロセッサ１２０に信号を送信する。
【００２２】
　内視鏡スコープ１１０は、正常に動作し、かつ適切な画像データを出力するために、様
々な調整値に基づいて機能する。これらの調整値は観察設定データの一部を成す。観察設
定データはスコープメモリ１１６に記憶される。内視鏡スコープ１１０が動作するとき、
スコープＣＰＵ１１５がスコープメモリ１１６から観察設定データを適宜読み出して、観
察設定データに基づいて内視鏡スコープ１１０を動作させる。すなわち、内視鏡スコープ
１１０は、観察設定データに基づいてスコープボタン１１８ａ－ｃに各種機能を割り当て
、観察対象物を撮像し、画像データを出力する。
【００２３】
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　スコープメモリ１１６は、内視鏡スコープ１１０のファームウェア、ファームウェアの
バージョン情報、内視鏡スコープ１１０の機種名、及び製造番号等を記憶する。これらは
、スコープ識別情報である。
【００２４】
　内視鏡プロセッサ１２０は、内視鏡プロセッサ１２０の動作を制御するプロセッサＣＰ
Ｕ１２１と、観察設定データを記憶する内部記憶部１２２と、内視鏡プロセッサ１２０の
ファームウェアなどを記憶するプロセッサメモリ１２３と、光源１２４とを主に備える。
【００２５】
　プロセッサＣＰＵ１２１は、スコープＣＰＵ１１５に接続され、スコープＣＰＵ１１５
を介してスコープメモリ１１６に記憶されている情報を取得する。
【００２６】
　プロセッサメモリ１２３は、内視鏡プロセッサ１２０のファームウェア、ファームウェ
アのバージョン情報、内視鏡プロセッサ１２０の機種名、及び製造番号等を記憶する。こ
れらは、プロセッサ識別情報である。
【００２７】
　信号処理部１２５は、アナログ信号処理回路１１２から画像データを受信して、所定の
画像処理を施し、処理済み画像を出力する。
【００２８】
　内視鏡プロセッサ１２０は、複数種の内視鏡スコープ１１０と接続可能である。複数種
の内視鏡スコープ１１０は、例えば、気管支鏡、カプセル内視鏡、大腸内視鏡、上部内視
鏡、経鼻内視鏡、及び十二指腸内視鏡等である。気管支鏡は、気管支の内側を観察する気
管支鏡検査法（Ｂｒｏｎｃｈｎｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、カプセル内視鏡は、カプセル
内視鏡検査法（Ｃａｐｓｕｌｅ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、大腸内視鏡は、大腸
の内側を観察する大腸内視鏡検査法（Ｃｏｌｏｎｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、上部内視鏡
は、上部消化器官（食道、胃など）の内側を観察する上部内視鏡検査法（Ｕｐｐｅｒ　Ｅ
ｎｄｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、経鼻内視鏡は、耳、鼻、及び喉を観察する経鼻内視鏡検
査法（Ｅａｒ，Ｎｏｓｅ，ａｎｄ　Ｔｈｒｏａｔ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｙ）に用いられ、十
二指腸内視鏡は内視鏡的逆行性胆道膵管造影法（ＥＲＣＰ）に用いられる。各検査法にお
いては、患部をより的確に医師が把握できるように、信号処理部１２５は検査法に応じて
画素強調等の画像処理を行う。また、各内視鏡は、他の内視鏡が用いられるとした検査法
にも使用可能である。この場合、信号処理部１２５は観察対象物や検査目的に応じて画素
強調等の画像処理を行う。画像処理は、例えばゲイン調整処理、ホワイトバランス調整処
理、輪郭強調処理、及び画素強調処理である。ゲイン調整処理は、画像データのゲインを
調整して、画像データの信号レベルを観察に適したレベルに調整する処理である。ホワイ
トバランス調整処理は、画像データのホワイトバランスを調整して色調を整える処理であ
る。輪郭強調処理は、被写体像、例えば患部の輪郭を強調して、患部の範囲を明確にし、
これにより患部を観察、発見しやすくする処理である。画素強調処理は、特定の波長の反
射光のみを強調する処理であり、これにより特定の波長の反射光を返す患部を見やすくす
ることができる。
【００２９】
　画像処理は、ユーザが決定する設定値や、撮像素子１１１、内視鏡スコープ１１０、及
び内視鏡プロセッサ１２０の特性に応じて決定される様々な設定値を用いて行われる。こ
れらの設定値は、観察設定データの一部を成す。
【００３０】
　プロセッサタイミングコントローラ１２７は、プロセッサＣＰＵ１２１、信号処理部１
２５、及びスコープＣＰＵ１１５に接続され、プロセッサＣＰＵ１２１の制御の下で各部
材の同期を図る。
【００３１】
　内部記憶部１２２は、観察設定データ、観察対象物に関する情報、内視鏡プロセッサ１
２０のファームウェア、ファームウェアのバージョン情報、内視鏡プロセッサ１２０の機
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種名、製造番号、及び前述の画像処理において用いられる設定値を記憶する。
【００３２】
　フロントパネル１２６はプロセッサ入力部であって、画面、複数の操作ボタンを備え、
プロセッサＣＰＵ１２１に接続される。画面は、内視鏡システム１００を操作するために
必要な情報を表示する。ユーザは操作ボタンを操作して内視鏡システム１００を操作、又
は観察対象物に関する情報若しくは観察設定データを内視鏡プロセッサ１２０に入力する
。観察対象物に関する情報は、例えばユーザの名称、被験者の名称、年齢、観察対象物の
名称である。これらは内部記憶部１２２に記憶される。また、ユーザはフロントパネル１
２６を操作して、観察対象物や検査目的に応じて観察設定データを変更することができ、
かつ観察設定データをファイリング装置１４０に送信することもできる。
【００３３】
　光源１２４は、照明光を照射する。照明光は集光レンズ１２８及び絞り１２９を介して
ライトガイドファイバ１１７に入射する。絞り１２９はロータリシャッタから成り、照明
光の光量及び発光タイミングを調節する。絞り１２９の開度及びタイミングは、プロセッ
サＣＰＵ１２１に接続されたモータ１３０により制御される。絞り１２９の開度及びタイ
ミングは、観察設定データに含まれる。
【００３４】
　内視鏡プロセッサ１２０には、表示装置であるモニタ１５０が接続される。モニタ１５
０は、画面１５１を有する。画面１５１は、信号処理部１２５から受信した処理済み画像
、及び観察対象物に関する情報を表示する。
【００３５】
　内視鏡プロセッサ１２０は、内視鏡スコープ１１０から画像を受信し、観察設定データ
に基づいて画像処理を行い、そして、スコープボタン１１８ａ－ｃのいずれかが押し下げ
られた旨の信号を内視鏡スコープ１１０から受信して、押し下げられたスコープボタン１
１８ａ－ｃに応じて動作する。
【００３６】
　内視鏡プロセッサ１２０は、所定の検査室に常設される。これにより、内視鏡プロセッ
サ１２０の製造番号と検査室とが一対一で対応する。
【００３７】
　内視鏡プロセッサ１２０には、カードリーダ１５２が接続される。カードリーダ１５２
は、患者の氏名、生年月日、性別などの患者の情報を記憶しているカードから、患者の情
報を読み出し、プロセッサＣＰＵ１２１に送信する。プロセッサＣＰＵ１２１は、患者の
情報に基づいて、後述する処理を行う。
【００３８】
　ファイリング装置１４０は、パーソナルコンピュータである装置本体１４１と、ファイ
リングモニタ１４２と、ファイリング入力部であるキーボード及びマウス１４３とを備え
、内視鏡プロセッサ１２０とイーサネット（登録商標）を介して接続される。
【００３９】
　装置本体１４１は、ファイリングＣＰＵ１４４とファイリング記憶部１４５とを主に備
える。ファイリングＣＰＵ１４４は、プロセッサＣＰＵ１２１、ファイリング記憶部１４
５、ファイリングモニタ１４２、キーボード及びマウス１４３に接続され、装置本体１４
１の動作を制御する。ファイリング記憶部１４５は、例えばハードディスクやＳＳＤ等で
あって、観察設定データを記憶するとともに、内視鏡プロセッサ１２０の製造番号と検査
室とを一対一で関連づけて記憶する。ファイリングモニタ１４２は、観察設定データを表
示する。キーボード及びマウス１４３は、装置本体１４１を操作するために用いられると
ともに、記憶されている観察設定データを変更するために用いられる。なお、観察設定デ
ータのうちの一部は、医師が自由に変更することができ、医師ごとに記憶させることがで
きる。
【００４０】
　観察設定データは、検査に関する情報である検査予定データを含む。図２に検査予定デ
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ータの一部を示す。検査予定データは、検査の日時、検査を行う医師（検査者）、検査を
受ける患者（被検査者）、検査を行う部屋、検査法、検査に要する検査期間、現在の検査
の状態、及び検査に関するコメントを含む。検査期間は、検査法毎に所定の値が決められ
ている。所定の値は、例えば、気管支鏡検査法に対しては２５分、カプセル内視鏡検査法
に対しては３０分、大腸内視鏡検査法に対しては６０分、上部内視鏡検査法に対しては３
０分、経鼻内視鏡検査法に対しては１５分、そして内視鏡的逆行性胆道膵管造影法に対し
ては９０分である。現在の検査の状態は、３種類の状態で表される。３種類の状態は、検
査が未だ始まっていないことを示す「未実施」、現在検査を行っている最中であることを
示す「開始」、及び検査が終了していることを示す「終了」を有する。検査予定データは
、後述する予定作成処理により作成される。
【００４１】
　次に図３を用いて、検査予定データを入力する処理、言い換えると検査予定を作成する
予定作成処理について説明する。図３は、ファイリングモニタ１４２に表示される検査予
定ウィンドウ２００である。ユーザがキーボード及びマウス１４３を用いて所定の操作を
行うと、装置本体１４１は、検査予定データを入力する動作モードに入る。そして、ファ
イリングモニタ１４２に検査予定ウィンドウ２００を表示する。検査予定ウィンドウ２０
０は、横軸方向に複数の検査室、縦軸方向に検査日時を並べて成る表を表示する。所望の
検査室と検査日時とが交差するセルをユーザがクリックすると、患者情報・検査種別入力
ダイアログ２１０が表示される。
【００４２】
　患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０は、観察を行う医師の氏名を入力する担当医
入力ボックス２１１と、患者の氏名を入力する患者氏名入力ボックス２１２と、患者の性
別を入力する患者性別選択ボックス２１３と、患者の誕生日を入力する患者誕生日ボック
ス２１４と、内視鏡検査法を選択する検査法選択ボックス２１５と、その他の情報を入力
するコメントボックス２１６と、これらのボックスに入力された情報を装置本体１４１に
記憶させるＡｄｄボタン２１７と、これらのボックスに入力された情報を消去するＣａｎ
ｃｅｌボタン２１８とを備える。患者性別選択ボックス２１３は、男性及び女性の選択肢
を有する。検査法選択ボックス２１５は、複数の選択肢を有する。複数の選択肢は、例え
ば、ＢＲＯ、ＣＡＰ、ＣＯＬ、ＥＧＤ、ＥＮＴ、及びＥＲＣである。ＢＲＯは気管支鏡検
査法に対応し、ＣＡＰはカプセル内視鏡検査法に対応し、ＣＯＬは大腸内視鏡検査法に対
応し、ＥＧＤは上部内視鏡検査法に対応し、ＥＮＴは経鼻内視鏡検査法に対応し、そして
ＥＲＣは内視鏡的逆行性胆道膵管造影法に対応する。ユーザが各ダイアログに情報を入力
してＡｄｄボタン２１７をクリックすると、ユーザがクリックした検査室及び検査日時と
、患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０に入力された情報と、検査法選択ボックス２
１５で選択された検査法に応じた検査期間とをファイリング記憶部１４５が記憶する。ユ
ーザがクリックした検査室及び検査日時、患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０に入
力された情報、及び検査期間は、検査予定データの一部を成し、観察設定データに含まれ
る。
【００４３】
　次に図４を用いて予定作成処理の流れについて説明する。予定作成処理は、ファイリン
グＣＰＵ１４４によって実行される処理であって、ユーザがキーボード及びマウス１４３
を用いて所定の操作を行ったときに実行される。
【００４４】
　始めのステップＳ４１では、ファイリングＣＰＵ１４４がファイリングモニタ１４２に
検査予定ウィンドウ２００を表示し、ユーザが検査予定ウィンドウ２００を参照しながら
所望の検査室と検査日時とを入力する。すなわち、ユーザがキーボード及びマウス１４３
を用いて、所望の検査室と検査日時とが交差するセルをクリックする。
【００４５】
　次のステップＳ４２では、ファイリングＣＰＵ１４４がファイリングモニタ１４２に患
者情報・検査種別入力ダイアログ２１０を表示する。ユーザは、患者情報・検査種別入力
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ダイアログ２１０を参照しながら所望の医師の氏名を入力する。
【００４６】
　次のステップＳ４３では、ユーザは、患者情報・検査種別入力ダイアログ２１０を参照
しながら、患者の氏名、性別、及び誕生日を入力する。
【００４７】
　次のステップＳ４４では、ユーザは、検査法選択ボックス２１５を参照しながら、所望
の検査法を選択する。
【００４８】
　次のステップＳ４５では、ユーザは、コメントボックス２１６にその他の情報を記入し
、Ａｄｄボタン２１７をクリックする。そして、ファイリングＣＰＵ１４４は、担当医入
力ボックス２１１、患者氏名入力ボックス２１２、患者性別選択ボックス２１３、患者誕
生日ボックス２１４、検査法選択ボックス２１５、及びコメントボックス２１６に入力さ
れた情報と、検査法選択ボックス２１５で選択された検査法に応じた検査期間とをファイ
リング記憶部１４５に記憶させる。そして処理が終了する。
【００４９】
　予定作成処理が終了した後にファイリングモニタ１４２に表示される検査予定データに
ついて、図５を用いて説明する。ファイリングモニタ１４２は、作成済みの検査予定デー
タの一例として、３つの検査予定データを表示している。検査予定データ５１は、患者の
氏名が「Ａａａａａ，Ａａａａａ」、医師の氏名が「Ａ，Ｄｏｃｔｏｒ」、検査法が上部
内視鏡検査法を意味する「ＥＧＤ」、検査開始時刻が午前７時、検査終了時刻が７時３０
分、検査期間が３０分であることを示す。検査予定データ５２は、患者の氏名が「Ｇｇｇ
ｇｇ，Ｇｇｇｇｇ」、医師の氏名が「Ｂ，Ｄｏｃｔｏｒ」、検査法が大腸内視鏡検査法を
意味する「ＣＯＬ」、検査開始時刻が午前７時３０分、検査終了時刻が８時３０分、検査
期間が６０分であることを示す。検査予定データ５３は、患者の氏名が「Ｃｃｃｃｃ，Ｃ
ｃｃｃｃ」、医師の氏名が「Ａ，Ｄｏｃｔｏｒ」、検査法が大腸内視鏡検査法を意味する
「ＣＯＬ」、検査開始時刻が午前８時３０分、検査終了時刻が９時３０分、検査期間が６
０分であることを示す。
【００５０】
　次に、図６及び７を用いて、ファイリング装置１４０から内視鏡プロセッサ１２０に検
査予定データを送信する手段について説明する。ファイリング装置１４０は、検査予定デ
ータ送信処理を実行することにより、検査予定データを内視鏡プロセッサ１２０に送信し
、内視鏡プロセッサ１２０は、検査予定データ受信処理を実行することにより、検査予定
データをファイリング装置１４０から受信し、内部記憶部１２２に記憶する。検査予定デ
ータ送信処理及び検査予定データ受信処理は、一日の検査を開始する前に実行される。検
査予定データ送信処理及び検査予定データ受信処理について、以下に説明する。検査予定
データ送信処理はステップＳ６２１からＳ６２９を有し、検査予定データ受信処理はステ
ップＳ６１１からＳ６１６を有する。
【００５１】
　まず、内視鏡プロセッサ１２０は、ステップＳ６１１において、ファイリング装置１４
０に対し、その日一日の検査予定データを送信するように要求する。この要求は、所定の
コマンドを内視鏡プロセッサ１２０がファイリング装置１４０に送信することにより成さ
れる。所定のコマンドは、例えば「０ｘ０４，０ｘ００，ＸＯＲ」である。ここで、先頭
の「０ｘ０４」及び先頭から２番目の「０ｘ００」は、検査予定データを送信するように
要求するコマンドである。末尾の「ＸＯＲ」はチェックデジットである。以下、いずれの
コマンドにおいても、末尾の「ＸＯＲ」は同じ意味であるため、説明を省略する。
【００５２】
　他方、ファイリング装置１４０は、ステップＳ６２１において、検査予定データを送信
するように要求するコマンドを内視鏡プロセッサ１２０から受信したか否かを判断する。
受信した場合、処理はステップＳ６２２に進み、受信しない場合、受信するまでステップ
Ｓ６２１を繰り返す。
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【００５３】
　次に、ファイリング装置１４０は、検査予定データが存在するか否かを判断する。具体
的には、ファイリングＣＰＵ１４４が、ファイリング記憶部１４５に検査予定データが記
憶されているか否かを判断する。検査予定データが存在する場合、処理はステップＳ６２
３に進み、ステップＳ６２３からＳ６２８を反復して実行する。検査予定データが存在し
ない場合、処理はステップＳ６２９に進む。
【００５４】
　ステップＳ６２４において、ファイリングＣＰＵ１４４は、その日一日に検査日時が含
まれる検査予定データを１つだけファイリング記憶部１４５から読み出す。
【００５５】
　次のステップＳ６２５では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ６２４において
読み出した検査予定データにおける現在の検査の状態が「未実施」であるか否かを判断し
、「未実施」である場合に、その検査予定データを内視鏡プロセッサ１２０に送信する。
このときファイリングＣＰＵ１４４が内視鏡プロセッサ１２０に送信するコマンドの一例
を以下に示す。
０ｘ０５，０ｘ０３，０ｘ０３，０ｘ４３，０ｘ６３，０ｘ６３，０ｘ６３，０ｘ６３，
０ｘ２Ｃ，０ｘ４３，０ｘ６３，０ｘ６３，０ｘ６３，０ｘ６３，ＸＯＲ
ここで、先頭の「０ｘ０５」は、以降のデータが検査予定データを成すことを示すコマン
ドである。先頭から２番目のコマンドは、検査固有の番号である検査番号を示すものであ
り、「０ｘ０３」は、検査番号が３番であることを示す。先頭から３番目のコマンドは検
査法を示すものであり、「０ｘ０３」は大腸内視鏡検査法（ＣＯＬ）を意味する。先頭か
ら４番目から１４番目までのコマンドは患者名を示すものであり、「０ｘ４３，０ｘ６３
，０ｘ６３，０ｘ６３，０ｘ６３，０ｘ２Ｃ，０ｘ４３，０ｘ６３，０ｘ６３，０ｘ６３
，０ｘ６３」は「Ｃｃｃｃｃ，Ｃｃｃｃｃ」を意味する。なお、気管支鏡検査法（ＢＲＯ
）を意味するコマンドは「０ｘ０１」であり、カプセル内視鏡検査法（ＣＡＰ）を意味す
るコマンドは「０ｘ０２」であり、上部内視鏡検査法（ＥＧＤ）を意味するコマンドは「
０ｘ０４」であり、経鼻内視鏡検査法（ＥＮＴ）を意味するコマンドは「０ｘ０５」であ
り、そしては内視鏡的逆行性胆道膵管造影法（ＥＲＣ）を意味するコマンドは「０ｘ０６
」である。また、患者名は所定の文字コードテーブルによって文字コードに変換され、得
られた文字コードがコマンドとして使用される。
【００５６】
　次のステップＳ６２６では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ６２４で読み出
したデータ以降に位置する検査予定データから、その日一日に検査日時が含まれる検査予
定データを検索する。
【００５７】
　次のステップＳ６２７では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ６２６において
その日一日に検査日時が含まれる検査予定データを検索できたか否かを判断する。検索で
きた、すなわち、その日一日に検査日時が含まれる検査予定データが存在する場合、処理
はステップＳ６２３に戻り、ステップＳ６２３からＳ６２８を反復して実行する。存在し
ない場合、処理はステップＳ６２９に進む。
【００５８】
　ステップＳ６２３からＳ６２８を繰り返すことにより、ファイリング記憶部１４５に記
憶されている全ての検査予定データのうち、その日一日に検査日時が含まれ、かつ現在の
検査の状態が「未実施」である検査予定データが内視鏡プロセッサ１２０に送信される。
【００５９】
　最後のステップＳ６２９では、ファイリングＣＰＵ１４４は、検査予定データの送信を
終了することを意味する患者情報終了コマンドを内視鏡プロセッサ１２０に送信し、処理
を終了する。患者情報終了コマンドは、例えば「０ｘ０６，０ｘ００，ＸＯＲ」である。
ここで、先頭の「０ｘ０６」及び先頭から２番目の「０ｘ００」は、検査予定データの送
信を終了することを意味するコマンドである。
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【００６０】
　他方、内視鏡プロセッサ１２０は、ステップＳ６１１を終えた後、ステップＳ６１２か
らＳ６１６を反復して実行する。
【００６１】
　ステップＳ６１３では、ファイリング装置１４０から検査予定データを受信したか否か
を判断する。受信した場合、処理はステップＳ６１４に進み、受信しない場合、受信する
までステップＳ６１３を繰り返す。
【００６２】
　次のステップＳ６１４では、受信した検査予定データを患者選択リストに登録し、内部
記憶部１２２に記憶する。
【００６３】
　次のステップＳ６１５では、ファイリング装置１４０から患者情報終了コマンドを受信
したか否かを判断する。受信しない場合、受信するまでステップＳ６１２からＳ６１６を
繰り返し、受信した場合、処理は終了する。
【００６４】
　ステップＳ６１２からＳ６１６を繰り返すことにより、ファイリング記憶部１４５に記
憶されている全ての検査予定データのうち、その日一日に検査日時が含まれ、かつ現在の
検査の状態が「未実施」である検査予定データが内部記憶部１２２に記憶される。
【００６５】
　内部記憶部１２２に記憶された検査予定データを図７に示す。図７を参照すると、図２
に示すファイリング装置１４０に記憶されている検査予定データのうち、その日一日に検
査日時が含まれ、かつ現在の検査の状態が「未実施」である検査予定データが内部記憶部
１２２に記憶されていることがわかる。
【００６６】
　次に、図８から１１を用いて、特定の検査予定データを指定する手段について説明する
。まず、この手段について概略的に説明する。検査を行うに先立ち、医師は内視鏡プロセ
ッサ１２０を用いて特定の検査予定データを指定する。内視鏡プロセッサ１２０は、指定
された検査予定データをファイリング装置１４０に送信する。ファイリング装置１４０は
、内視鏡プロセッサ１２０から検査予定データを受信して、受信した検査予定データに応
じて、ファイリング記憶部１４５に記憶されている検査予定データを変更する。以下、こ
れらの処理を実行する第１の検査予約選択処理及び第１の検査開始処理について、検査室
１で行われる予定である検査を検査室２に常設された内視鏡プロセッサ１２０を用いて行
う態様を用いて説明する。第１の検査予約選択処理は、内視鏡プロセッサ１２０によって
実行される処理である。第１の検査開始処理は、ファイリング装置１４０によって実行さ
れる処理である。なお、ここで説明する内視鏡プロセッサ１２０は検査室２に常設されて
いるものとし、第１の検査予約選択処理及び第１の検査開始処理が実行される前に、前述
の検査予定データ送信処理及び検査予定データ受信処理が実行されているものとする。
【００６７】
　まず、医師が所定の処理を実行すると、内視鏡プロセッサ１２０は、第１の検査予約選
択処理を実行する。始めのステップＳ８１１では、プロセッサＣＰＵ１２１は、内部記憶
部１２２に記憶している検査予定データを患者名で一覧にした患者リスト選択メニューを
モニタ１５０に表示する。前述のように、内部記憶部１２２は、図７に示される検査予定
データを記憶している。そこで、モニタ１５０は、図９に示されるように、患者リスト選
択メニューを表示する。
【００６８】
　次のステップＳ８１２では、医師は、モニタ１５０に表示された検査予定データを参照
しながら、所望の検査予定データを指定する（図１０参照）。
【００６９】
　次のステップＳ８１３では、プロセッサＣＰＵ１２１は、指定された検査予定データの
検査番号と、内視鏡プロセッサ１２０の製造番号とをファイリング装置１４０に送信する
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。このときプロセッサＣＰＵ１２１がファイリング装置１４０に送信するコマンドの一例
を以下に示す。
０ｘ０７，０ｘ０７，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ０２，ＸＯＲ
ここで、先頭の「０ｘ０７」は、以降のデータが医師が指定した検査予定データを成すこ
とを示すコマンドである。先頭から２番目のコマンドは検査番号を示すものであり、「０
ｘ０７」は、検査番号が７番であることを示す。先頭から３番目から６番目までのコマン
ドは内視鏡プロセッサ１２０の製造番号を示すものである。なお、検査番号が７番の検査
予定データは、検査が検査室１で行われるものとしている。そして処理を終了する。
【００７０】
　他方、ファイリング装置１４０は、検査予定データ送信処理を実行した後に第１の検査
開始処理を実行している。第１の検査開始処理が開始されると、まずステップＳ８２１に
おいて、ファイリングＣＰＵ１４４が、指定された検査予定データの検査番号と内視鏡プ
ロセッサ１２０の製造番号とを内視鏡プロセッサ１２０から受信したか否かを判断する。
受信した場合、処理はステップＳ８２２に進み、受信しない場合、受信するまでステップ
Ｓ８２１を繰り返す。
【００７１】
　次のステップＳ８２２では、ファイリングＣＰＵ１４４が、受信した検査番号を有する
検査予定データをファイリング記憶部１４５から検索する。そして、検索した検査予定デ
ータに含まれる検査室と検査日時とを、受信した検査番号に応じて変更する。すなわち、
検査室を、受診した内視鏡プロセッサ１２０の製造番号に対応する検査室に変更し、検査
日時を、ステップＳ８２１でデータを受信した日時に変更する。
【００７２】
　次のステップＳ８２３では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ８２２において
検索した検査予定データに含まれる検査状態を「開始」に変更する。そして処理を終了す
る。
【００７３】
　第１の検査予約選択処理及び第１の検査開始処理を実行することにより、図５に示され
る検査予定データが、図１１に示される検査予定データに変更される。
【００７４】
　なお、検査室１で行われる検査を検査室２に常設された内視鏡プロセッサ１２０を用い
て行う態様について説明したが、検査室１で行われる検査を検査室１に常設された内視鏡
プロセッサ１２０を用いて行う態様であっても、同様の処理を行う。
【００７５】
　次に、図１２から１６を用いて、新規検査予定入力処理及び検査予定登録処理について
説明する。急患など、予定外の検査を実施しなければならない場合、本実施形態では、内
視鏡プロセッサ１２０を用いて新しい検査予定データを作成し、作成した検査予定データ
をファイリング装置１４０に記録できる。以下、これらを実現する新規検査予定入力処理
及び検査予定登録処理について説明する。新規検査予定入力処理は、内視鏡プロセッサ１
２０によって実行される処理である。検査予定登録処理は、ファイリング装置１４０によ
って実行される処理である。
【００７６】
　まず、新規検査予定入力処理について図１２を用いて説明する。始めのステップＳ１２
０１では、プロセッサＣＰＵ１２１が、内部記憶部１２２に記憶している検査予定データ
を患者名で一覧にした患者リスト選択メニューをモニタ１５０に表示する。前述のように
、内部記憶部１２２は、図７に示される検査予定データを記憶している。そこで、モニタ
１５０は、図１３に示されるように、患者リスト選択メニュー１３０１を表示する。
【００７７】
　次のステップＳ１２０２では、医師が、モニタ１５０に表示された患者リスト選択メニ
ュー１３０１から「新規患者追加」を選択したか否かを判断する。「新規患者追加」を選
択した場合、処理はステップＳ１２０３に進み、「新規患者追加」を選択しない場合、処
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理は終了する。
【００７８】
　次のステップＳ１２０３では、プロセッサＣＰＵ１２１は、モニタ１５０に新規患者入
力ダイアログ１４０１を表示する（図１４参照）。医師は、新規患者入力ダイアログ１４
０１に新たな患者の氏名、性別、及び誕生日を入力する。
【００７９】
　次のステップＳ１２０４では、医師は、新規患者入力ダイアログ１４０１に検査を行う
医師の氏名を入力する。
【００８０】
　次のステップＳ１２０５では、医師は、新規患者入力ダイアログ１４０１に検査法を入
力する。検査法は、前述の検査法から選択される。
【００８１】
　次のステップＳ１２０６では、医師は、新規患者入力ダイアログ１４０１にメモを入力
する。
【００８２】
　次のステップＳ１２０７では、プロセッサＣＰＵ１２１が、内視鏡プロセッサ１２０に
接続されている内視鏡スコープ１１０のスコープＣＰＵ１１５と通信して、内視鏡プロセ
ッサ１２０に接続されている内視鏡スコープ１１０の機種名及び製造番号を検出する。
【００８３】
　次のステップＳ１２０８では、ステップＳ１２０３からＳ１２０７で取得した新規検査
予定データをファイリング装置１４０に送信するかを医師に確認した後（図１５参照）、
プロセッサＣＰＵ１２１が、新規検査予定データをファイリング装置１４０に送信する。
このときプロセッサＣＰＵ１２１がファイリング装置１４０に送信するコマンドの一例を
以下に示す。
０ｘ０８，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ０２，０ｘ６ｅ，０ｘ６５，
０ｘ７７，０ｘ２ｃ，０ｘ６ｅ，０ｘ６１，０ｘ６ｄ，０ｘ６ｅ，０ｘ０２，０ｘ０３，
０ｘ７４，０ｘ６５，０ｘ７３，０ｘ７４，０ｘ４５，０ｘ４７，０ｘ２Ｄ，０ｘ３２，
０ｘ３９，０ｘ３９，０ｘ３０，０ｘ６９，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ０１，０ｘ００，
ＸＯＲ
ここで、先頭のコマンド「０ｘ０８」は、以降のデータが新規検査予定データを成すこと
を示す。先頭から２番目のコマンド「０ｘ００」は、送信するコマンドが新規検査予定デ
ータを含むことを示す。先頭から３番目から６番目までのコマンド「０ｘ００，０ｘ００
，０ｘ００，０ｘ０２」は、内視鏡スコープ１１０の製造番号を示す。先頭から７番目か
ら１４番目までのコマンド「０ｘ６ｅ，０ｘ６５，０ｘ７７，０ｘ２ｃ，０ｘ６ｅ，０ｘ
６１，０ｘ６ｄ，０ｘ６ｅ」は、患者の氏名を示す。先頭から１４番目のコマンド「０ｘ
０２」は、検査を行う医師の番号を示す。先頭から１５番目のコマンド「０ｘ０３」は、
検査法を示す。先頭から１６番目から１９番目までのコマンド「０ｘ７４，０ｘ６５，０
ｘ７３，０ｘ７４」は、メモを示す。先頭から２０番目から２７番目までのコマンド「０
ｘ４５，０ｘ４７，０ｘ２Ｄ，０ｘ３２，０ｘ３９，０ｘ３９，０ｘ３０，０ｘ６９」は
、内視鏡スコープ１１０の機種名を示す。先頭から２８番目から３１番目までのコマンド
「０ｘ００，０ｘ００，０ｘ０１，０ｘ００」は、内視鏡スコープ１１０の製造番号を示
す。そして処理が終了する。新規検査予定入力処理が終了した後、医師は患者に対して検
査を実行する。
【００８４】
　他方、ファイリング装置１４０は、検査予定データ送信処理を実行した後に検査予定登
録処理を実行している。検査予定登録処理が開始されると、まずステップＳ１２１１にお
いて、ファイリングＣＰＵ１４４が、新規検査予定データを内視鏡プロセッサ１２０から
受信したか否かを判断する。受信した場合、処理はステップＳ１２１２に進み、受信しな
い場合、受信するまでステップＳ１２１１を繰り返す。
【００８５】
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　次のステップＳ１２１２では、ファイリングＣＰＵ１４４は、新規検査予定データにお
ける内視鏡スコープ１１０の製造番号に対応する検査室が、ステップＳ１２１１でデータ
を受信した日時に空いているかを判断する。検査室が空いている場合、処理はステップＳ
１２１４に進み、空いていない場合、処理はステップＳ１２１３に進む。
【００８６】
　ステップＳ１２１３では、ファイリングＣＰＵ１４４は、検査室が空いていない旨を内
視鏡プロセッサ１２０に送信する。
【００８７】
　他方、ステップＳ１２１４では、ファイリングＣＰＵ１４４が、受信した新規検査予定
データをファイリング記憶部１４５に記憶する。
【００８８】
　次のステップＳ１２１５では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ１２１４にお
いて記憶した新規検査予定データに含まれる検査状態を「開始」に変更する。そして処理
を終了する。
【００８９】
　新規検査予定入力処理及び検査予定登録処理を実行することにより、図１６に示される
ように、新たな検査予定データ１６０１が作成される。
【００９０】
　次に、図１７を用いて、検査を終了するときに実行されるプロセッサ検査終了処理及び
ファイリング検査終了処理について説明する。プロセッサ検査終了処理は、内視鏡プロセ
ッサ１２０によって実行される処理である。ファイリング検査終了処理は、ファイリング
装置１４０によって実行される処理である。
【００９１】
　まず、プロセッサ検査終了処理について説明する。始めのステップＳ１７１１では、医
師が内視鏡プロセッサ１２０を操作して、検査が終了した旨を内視鏡プロセッサ１２０に
入力する。例えば、内視鏡プロセッサ１２０が備える検査終了ボタンを医師が押し下げる
。
【００９２】
　次のステップＳ１７１２では、プロセッサＣＰＵ１２１が、検査終了を示す検査終了コ
マンドをファイリング装置１４０に送信する。このときプロセッサＣＰＵ１２１がファイ
リング装置１４０に送信する検査終了コマンドの一例を以下に示す。
０ｘ０９，０ｘ０７，ＸＯＲ
ここで、先頭の「０ｘ０９」は、送信するコマンドが検査終了コマンドであることを示す
コマンドである。先頭から２番目のコマンドは検査番号を示すものであり、「０ｘ０７」
は、検査番号が７番であることを示す。そして処理を終了する。
【００９３】
　他方、ファイリング装置１４０は、検査予定データ送信処理を実行した後にファイリン
グ検査終了処理を実行している。ファイリング検査終了処理が開始されると、まずステッ
プＳ１７２１において、ファイリングＣＰＵ１４４が、検査終了コマンドを内視鏡プロセ
ッサ１２０から受信したか否かを判断する。受信した場合、処理はステップＳ１７２２に
進み、受信しない場合、受信するまでステップＳ１７２１を繰り返す。
【００９４】
　次のステップＳ１７２２では、ファイリングＣＰＵ１４４が、所定の処理を実行する。
所定の処理は、検査のレポートを作成する処理等である。
【００９５】
　次のステップＳ１７２３では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ１７２１にお
いて受信した検査終了コマンドに含まれる検査番号に対応する検査予定データに含まれる
検査状態を「終了」に変更し、ファイリング記憶部１４５に記憶させる。そして処理を終
了する。
【００９６】
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　本実施形態によれば、内視鏡プロセッサ１２０を直接操作することによって、自動的に
検査室を変更できる。
【００９７】
　また、内視鏡プロセッサ１２０と検査室とが一対一で関連づけられているため、医師は
、検査室を管理する必要がなく、空いている検査室、あるいは検査の準備が整った検査室
があれば、これらの検査室のうち任意の検査室を使用して検査することができる。また、
これにより、検査室の回転率を向上させることができる。
【００９８】
　次に、図１８から２０を用いて、第２の実施形態について説明する。第２の実施形態で
は、内視鏡プロセッサ１２０に接続されている内視鏡スコープ１１０の種類に応じて、特
定の検査予定データを指定する。第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付
して説明を省略する。
【００９９】
　内視鏡プロセッサ１２０に接続されている内視鏡スコープ１１０の種類に応じて、特定
の検査予定データを指定する手段について説明する。まず、この手段について概略的に説
明する。検査を行うに先立ち、医師は内視鏡プロセッサ１２０を用いて特定の検査予定デ
ータを指定しなければならない。このとき、内視鏡プロセッサ１２０は、内視鏡プロセッ
サ１２０に接続されている内視鏡スコープ１１０の種類に応じて、検査予定データをモニ
タ１５０に表示する。医師は、表示されている検査予定データから特定の検査予定データ
を指定する。内視鏡プロセッサ１２０は、指定された検査予定データをファイリング装置
１４０に送信する。ファイリング装置１４０は、内視鏡プロセッサ１２０から検査予定デ
ータを受信して、受信した検査予定データに応じて、ファイリング記憶部１４５に記憶さ
れている検査予定データを変更する。以下、これらの処理を実行する第２の検査予約選択
処理及び第２の検査開始処理について、検査室１で行われる予定である検査を検査室２に
常設された内視鏡プロセッサ１２０を用いて行う態様を用いて説明する。第２の検査予約
選択処理は、内視鏡プロセッサ１２０によって実行される処理である。第２の検査開始処
理は、ファイリング装置１４０によって実行される処理である。なお、ここで説明する内
視鏡プロセッサ１２０は検査室２に常設されているものとし、第２の検査予約選択処理及
び第２の検査開始処理が実行される前に、前述の検査予定データ送信処理及び検査予定デ
ータ受信処理が実行されているものとする。
【０１００】
　医師が所定の処理を実行すると、内視鏡プロセッサ１２０は、第２の検査予約選択処理
を実行する。始めのステップＳ１８１１では、プロセッサＣＰＵ１２１は、内視鏡プロセ
ッサ１２０に接続されている内視鏡スコープ１１０のスコープＣＰＵ１１５と通信して、
内視鏡プロセッサ１２０に接続されている内視鏡スコープ１１０の機種名及び製造番号を
検出する。
【０１０１】
　次のステップＳ１８１２では、内部記憶部１２２に記憶している検査予定データのうち
、ステップＳ１８１１において検出した内視鏡スコープ１１０の種類に適合した検査予定
データを検索し、得られた検査予定データを患者名で一覧にした患者リスト選択メニュー
をモニタ１５０に表示する。ここでは、モニタ１５０は、図１９に示されるように、患者
リスト選択メニューを表示する。
【０１０２】
　次のステップＳ１８１３では、医師は、モニタ１５０に表示された検査予定データを参
照しながら、所望の検査予定データを指定する。ここでは、医師は図１９に示された検査
予定データから、検査予定データ１９０１を選択している。検査予定データ１９０１は、
検査番号が７番であって、検査室１で行われる検査予定である。
【０１０３】
　次のステップＳ１８１４では、プロセッサＣＰＵ１２１は、指定された検査予定データ
の検査番号と、内視鏡プロセッサ１２０の製造番号とをファイリング装置１４０に送信す
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る。このときプロセッサＣＰＵ１２１がファイリング装置１４０に送信するコマンドの一
例を以下に示す。
０ｘ０７，０ｘ０２，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ００，０ｘ０２，ＸＯＲ
ここで、先頭の「０ｘ０７」は、以降のデータが医師が指定した検査予定データを成すこ
とを示すコマンドである。先頭から２番目のコマンドは検査番号を示すものであり、「０
ｘ０２」は、検査番号が２番であることを示す。先頭から３番目から６番目までのコマン
ドは内視鏡プロセッサ１２０の製造番号を示すものである。そして処理を終了する。
【０１０４】
　他方、ファイリング装置１４０は、検査予定データ送信処理を実行した後に第２の検査
開始処理を実行している。第１の検査開始処理が開始されると、まずステップＳ１８２１
において、ファイリングＣＰＵ１４４が、指定された検査予定データの検査番号と内視鏡
プロセッサ１２０の製造番号とを内視鏡プロセッサ１２０から受信したか否かを判断する
。受信した場合、処理はステップＳ１８２２に進み、受信しない場合、受信するまでステ
ップＳ１８２１を繰り返す。
【０１０５】
　次のステップＳ１８２２では、ファイリングＣＰＵ１４４が、受信した検査番号を有す
る検査予定データをファイリング記憶部１４５から検索する。そして、検索した検査予定
データに含まれる検査室と検査日時とを、受信した検査番号に応じて変更する。すなわち
、検査室を、受診した内視鏡プロセッサ１２０の製造番号に対応する検査室に変更し、検
査日時を、ステップＳ１８２１でデータを受信した日時に変更する。
【０１０６】
　次のステップＳ１８２３では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ１８２２にお
いて検索した検査予定データに含まれる検査状態を「開始」に変更する。そして処理を終
了する。
【０１０７】
　第２の検査予約選択処理及び第２の検査開始処理を実行することにより、図１９に示さ
れる検査予定データ１９０１が、図２０に示される検査予定データ２００１に変更される
。
【０１０８】
　なお、検査室１で行われる検査を検査室２に常設された内視鏡プロセッサ１２０を用い
て行う態様について説明したが、検査室１で行われる検査を検査室１に常設された内視鏡
プロセッサ１２０を用いて行う態様であっても、同様の処理を行うことが可能である。
【０１０９】
　本実施形態によれば、第１の実施形態と同様の効果を得る。また、使用する内視鏡スコ
ープ１１０に対応する検査予定データのみがモニタ１５０に表示されるため、検査予定デ
ータを容易かつ簡便に指定できる。
【０１１０】
　次に、図１８から２０を用いて、第３の実施形態について説明する。第３の実施形態で
は、カードリーダ１５２を介して患者の情報を所得し、取得した患者の情報に応じて、特
定の検査予定データを指定する。第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付
して説明を省略する。
【０１１１】
　特定の検査予定データを指定する手段について説明する。まず、この手段について概略
的に説明する。検査を行うに先立ち、医師は、患者の情報が記憶されたカードをカードリ
ーダ１５２に挿入する。カードリーダ１５２は、カードから患者の情報を読み出して、内
視鏡プロセッサ１２０に送信する。内視鏡プロセッサ１２０は、患者の情報を受信して、
この患者の情報に対応する検査予定データを検索する。そして、検索した検査予定データ
をファイリング装置１４０に送信する。ファイリング装置１４０は、内視鏡プロセッサ１
２０から検査予定データを受信して、受信した検査予定データに応じて、ファイリング記
憶部１４５に記憶されている検査予定データを変更する。以下、これらの処理を実行する
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第３の検査予約選択処理及び第３の検査開始処理について説明する。第３の検査予約選択
処理は、内視鏡プロセッサ１２０によって実行される処理である。第３の検査開始処理は
、ファイリング装置１４０によって実行される処理である。なお、第３の検査予約選択処
理及び第３の検査開始処理が実行される前に、前述の検査予定データ送信処理及び検査予
定データ受信処理が実行されているものとする。
【０１１２】
　まず、医師が所定の処理を実行すると、内視鏡プロセッサ１２０は、第３の検査予約選
択処理を実行する。始めのステップＳ２１１１では、プロセッサＣＰＵ１２１は、カード
リーダ１５２から患者の情報が入力されたか否かを判断する。入力された場合、処理はス
テップＳ２１１２に進み、入力されない場合、処理は終了する。
【０１１３】
　次のステップＳ２１１２では、内部記憶部１２２に記憶している検査予定データから、
ステップＳ２１１１で入力された患者の氏名に一致する検査予定データが存在するか否か
を判断する。存在する場合、処理はステップＳ２１１３に進み、存在しない場合、処理は
終了する。
【０１１４】
　次のステップＳ２１１３では、プロセッサＣＰＵ１２１は、ステップＳ２１１２で得ら
れた検査予定データの検査番号と、内視鏡プロセッサ１２０の製造番号とをファイリング
装置１４０に送信する。このときプロセッサＣＰＵ１２１がファイリング装置１４０に送
信するコマンドは、第１及び第２の実施形態と同様であるため、説明を省略する。
【０１１５】
　他方、ファイリング装置１４０は、検査予定データ送信処理を実行した後に第３の検査
開始処理を実行している。第３の検査開始処理が開始されると、まずステップＳ２１２１
において、ファイリングＣＰＵ１４４が、指定された検査予定データの検査番号と内視鏡
プロセッサ１２０の製造番号とを内視鏡プロセッサ１２０から受信したか否かを判断する
。受信した場合、処理はステップＳ２１２２に進み、受信しない場合、受信するまでステ
ップＳ２１２１を繰り返す。
【０１１６】
　次のステップＳ２１２２では、ファイリングＣＰＵ１４４が、受信した検査番号を有す
る検査予定データをファイリング記憶部１４５から検索する。そして、検索した検査予定
データに含まれる検査室と検査日時とを、受信した検査番号に応じて変更する。すなわち
、検査室を、受診した内視鏡プロセッサ１２０の製造番号に対応する検査室に変更し、検
査日時を、ステップＳ２１２１でデータを受信した日時に変更する。
【０１１７】
　次のステップＳ２１２３では、ファイリングＣＰＵ１４４は、ステップＳ２１２２にお
いて検索した検査予定データに含まれる検査状態を「開始」に変更する。そして処理を終
了する。
【０１１８】
　第３の検査予約選択処理及び第３の検査開始処理を実行することにより、ファイリング
記憶部１４５が記憶する検査予定データが変更される。
【０１１９】
　本実施形態によれば、第１及び第２の実施形態と同様の効果を得る。また、カードリー
ダ１５２を用いて簡便に検査予定データを指定できる。
【０１２０】
　なお、ＣＣＤ１１１でなく、他の個体撮像素子、例えばＣＭＯＳ等を用いてもよい。
【０１２１】
　装置本体１４１はパーソナルコンピュータでなく、他の計算機であってもよい。
【０１２２】
　内視鏡プロセッサ１２０とファイリング装置１４０との間でやりとりされるコマンドは
、前述のものに限定されない。
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【符号の説明】
【０１２３】
　１００　内視鏡システム
　１１０　内視鏡スコープ
　１１１　撮像素子
　１１２　アナログ信号処理回路
　１１３　駆動回路
　１１４　スコープタイミングコントローラ
　１１５　スコープＣＰＵ
　１１６　スコープメモリ
　１１７　ライトガイドファイバ
　１２０　内視鏡プロセッサ
　１２１　プロセッサＣＰＵ
　１２２　内部記憶部
　１２３　プロセッサメモリ
　１２４　光源
　１２５　信号処理部
　１２６　フロントパネル
　１２７　プロセッサタイミングコントローラ
　１２８　集光レンズ
　１３０　モータ
　１４０　ファイリング装置
　１４１　装置本体
　１４２　ファイリングモニタ
　１４３　キーボード及びマウス
　１４４　ファイリングＣＰＵ
　１４５　ファイリング記憶部
　１５０　モニタ
　１５１　画面
　１５２　カードリーダ
　２００　検査予定ウィンドウ
　２１０　患者情報・検査種別入力ダイアログ
　２１１　担当医入力ボックス
　２１２　患者氏名入力ボックス
　２１３　患者性別選択ボックス
　２１４　患者誕生日ボックス
　２１５　検査法選択ボックス
　２１６　コメントボックス
　２１７　Ａｄｄボタン
　２１８　Ｃａｎｃｅｌボタン
　１６０１　検査予定データ
　１９０１　検査予定データ
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